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状 ･様式 ･活動性について,反射法地震探査 ･重力探査 ･ボーリング調査を行い,それぞれの断層の発達
過程を面積バランス断面法によって検討 した.
その結果,南北70kmを超える北上低地西縁断層帯とその周辺の活断層は,大きくは南北に2分されるが,
北部地域ではさらに2つのセグメントに,南部地域では6つのセグメントに分割できることを明らかにし
た.
例えば,北部地域の一つである南畠山断層群 (北端は雫石川付近,南端は滝名川付近に推定)は,活動
時期の異なる3列の断層から構成され,その総水平短縮量は1.55km,上下平均変位速度は0.3-0.4m/千
年,主断層の断層モデルは,NS走行,35-45oW傾斜で,奥羽脊梁山脈直下に想定される.同様に南部地
域の代表的な法皇野 -浦沢断層 (北端は和賀川付近,南端は夏油川付近に推定)は,奥羽脊梁山脈東縁に
沿う主断層とこれに並走する低地内の2条の断層からなり,総水平短縮量は1.1kn ,上下平均変位速度は
0.2-0.25m/千年,主断層の断層モデルは,NS走行,45oW傾斜で,奥羽脊梁山脈直下に想定される.
このように,本地域の活断層帯は地表ではほぼ連続するようにみえるが,断層毎に活動時期,累積変位,
平均変位速度に加え,地下構造 ･形状の違いに基づいて,複数のセグメント区分を試みた.そして,南半
部ではそれぞれのセグメントに対応した地震活動が起こっていることを明らかにした.
このことは,著者が自立 して研究活動を行うのに必要な高度な研究能力と学識を有することを示してい
る.したがって小坂英輝提出の博士論文は,博士 (理学)の学位論文として合格と認める.
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